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◆実施期間：平成23年7月21日～8月31日（各校で4～11日間開催） 

◆実施校区：岩田、汐田、多米、岩西、石巻、中野、磯辺、飯村、栄、

幸、二川 

◆開催状況：夏休みに小学校や校区市民館を会場として、小学

校の国際学級の先生などを中心に、校区や地域の

大学、高校などから応募のあったボランティアの方

たちが日本語や宿題などを一緒になって教えました。

11校区全体で約300名の外国人児童が参加し、先

生・ボランティアなど約200名が指導にあたりました。 

　7月21日から8月7日までの18日間、豊橋市の姉妹都市アメリカ合衆国オハイオ州トリード市で開催された「ト

リード・インターナショナル・ユース・アカデミー2011」に豊川市国際交流協会との共催で、高校生10名（豊橋市

6名、豊川市4名）を派遣しました。彼らは同世代との異文化交流を経験し、一回り大きくなって帰国しました。 

　豊橋市の友好都市、中国江蘇省南通市から、南通市第三中学中学生代表団22名が来豊しました。南通市第三中
学校は、昨年の中学生海外派遣団の訪問校で、今回来豊した生徒20名のうち7名がホストファミリーとして協力いた
だきました。そこで、昨年度と今年度の派遣中学生の家庭がホームステイを受入れ、相互の日常生活を体験し交流
を深めました。　 
　また、市役所表敬訪問、市内の施設見学のほか、豊橋市立中部中学校では学校生活を体験するなど、同世代によ
る文化の交流、友好親善が深まった3日間となりました。 

　外国人の児童生徒にとって、日本語能力の向上が日本の学校教育を受ける上で重要なことから、外国人が多く

住む豊橋市内の11校区で、夏休み期間中に「外国人児童アフタースクール事業」を実施しました。（今年で5年目） 

全員集合！ 

中部中学校での交流活動 

待ちに待った再会 

市役所表敬訪問 

別れの時 

プログラムを卒業しました 

ダンス ダンス ダンス♪ 

書道を紹介 

低学年の児童も一生懸命 
学習しました（岩西） 

成田空港から行ってきます 

トリード・インターナショナル・ユース・アカデミーについて 
　トリード国際姉妹都市協会による、同世代の青少年との交流を通じて相互理解を築くカリキュラムを盛り込ん
だプログラム。トリード市の姉妹都市等に呼びかけ、今年は日本、パキスタンの生徒が参加。滞在期間中はホー
ムステイをしてアメリカの生活を体験。豊橋・豊川からの参加は、今回で９回目。 

〈派遣された高校生の皆さん〉 
大岩未奈、佐藤早映、重野利沙、服部那奈、松下ゆい、 
山本尚子（以上豊橋市） 
西島麻友、橋本純花、日野明日香、村田幸平（以上豊川市） 

多くのボランティアが参加した事前研修会 

 豊橋市国際交流協会では、昨年6月に豊橋市内で
地震、風水害等の災害発生時に、日本語の通じな
い外国人被災者への支援を行うための災害時通訳
ボランティア登録制度を設置。本年度の登録更新
では、10か国語に対応できる外国人や日本人合わ
せて55人が登録しています。 
　9月9日には、中消防署で行われた初級救急救命
講習会にブラジル、ペルー、インドネシア、ルー
マニアなど、日本を含
む6か国18人のボラン
ティアが参加し、人工
呼吸や心臓マッサージ、
AEDの使用方法など
心肺蘇生法を中心に学
びました。 

南通市生徒から 

・豊橋のホストファミリーは、自分の家族みたい。

みんな優しくて3日間があっという間だった。 

・学校生活は、のびのびとしていてうらやましい。

屋外にプールがあるなんていいな。 

・部活動が楽しそう。日本の学校へ通ってみたい。

でも給食は南通の学校より量が少ないかな。 

・中部中の生徒は、生き生きとしていてみんな自発的、

私たちを楽しませてくれた。 

 

豊橋のホストファミリーから 

・家では、お互いの特技を披露したり、たこ焼き作

りを楽しんだ。また機会があったら受入れしたい。 

・豊川稲荷へ行ったり、プリクラを一緒に撮った。

日本の流行りを知っていて会話がはずんだ。 

・お互いの家庭を訪問したので、兄弟のように親し

くなった。中国でお世話になったお礼ができたかな。 

ホームステイ対面式 
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